
●
旧
3月
21
日
、大
師
御
入
定
の
日
に
行
う
報

恩
の
た
め
の
法
会
。こ
の
日
に
限
り
御
影
堂

が
開
扉
さ
れ
る
。前
夜
に
は
、御
逮
夜
法
会

が
営
ま
れ
、伽
藍
で
萬
燈
萬
華
会
が
行
わ
れ
る
。

●
6月
15
日
、弘
法
大
師
空
海
の
生
誕
を
祝

う
お
祭
が
行
わ
れ
る
。お
山
は
、こ
の
時
期

新
緑
の
最
も
美
し
い
季
節
の
た
め
青
葉
祭

と
名
付
け
ら
れ
た
。町
民
に
よ
る「
大
師
音

頭
」が
道
い
っ
ぱ
い
に
繰
り
広
げ
ら
れ
、参

拝
者
も
自
由
に
参
加
で
き
る
。

●
8月
13
日
の
夜
、奥
之
院
聖
域
に
10
万
本

の
ロ
ー
ソ
ク
が
埋
め
尽
く
さ
れ
、２
k
m
の
参

道
は
、光
の
川
と
化
す
。先
祖
を
は
じ
め
奥

之
院
に
眠
る
総
て
の
御
霊
を
供
養
す
る
行
事
。

写
経

阿
字
観

炒
っ
た
白
胡
麻
を
潰
し
、く
ず
と
あ

わ
せ
て
煮
こ
ん
で
作
る
。独
特
の

粘
り
気
は
、炒
っ
た
胡
麻
を
十
分
に

潰
す
か
ら
で
あ
り
、心
を
こ
め
て
作

る
精
進
料
理
の
真
髄
が
う
か
が
え

ま
す
。

弘
法
大
師
空
海
が
唐
に
留
学

し
た
際
に
伝
授
さ
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
薬
草
を
使
っ
た
胃
腸

薬
や
高
野
豆
腐
、胡
麻
豆
腐
、名

菓
、数
珠
、経
木
、お
守
り
、仏

具
、高
野
槙
等
た
く
さ
ん
の
特
産
、

名
産
品
が
あ
り
ま
す
。

俗
世
の
喧
噪
か
ら
は
な
れ
た
高

野
山
な
ら
で
は
の
「
心
を
落
ち

着
け
る
神
秘
体
験
」
で
す
。

●
 
1月
 
奥
之
院
修
正
会
 

1・
2・
3日
 
燈
籠
堂

 
 
金
堂
修
正
会
 

1・
2・
3日
 
金
　
堂

 
 
大
塔
修
正
会
 

5日
 
大
　
塔

●
 
2月
 
常
楽
会（
涅
槃
会
） 

14
日
午
後
11
時
 
金
剛
峯
寺

 
 
法
印
転
衣
式
 

22
日
以
降
３
月
15
日
迄
 
　
〃
　

●
 
3月
 
御
衣
加
持
 

17
日
 
宝
亀
院

 
 
正
御
影
供
 

21
日
 
奥
之
院・
御
影
堂

 
 
旧
正
御
影
供
 

21
日
 
奥
之
院・
御
影
堂

 
 
春
季
彼
岸
会
 

彼
岸
中
日
前
後
3日
間
 
金
　
堂

●
 
4月
 
仏
生
会（
灌
仏
会
） 

8日
 
金
剛
峯
寺

 
 
大
曼
荼
羅
供
 

10
日
 
金
　
堂

 
 
奥
之
院
万
燈
会
 

21
日
 
燈
籠
堂

●
 
5月
 
山
王
院
夏
季
祈
り
 

旧
1・
2日
 
山
王
院

 
 
山
王
院
竪
精
 

旧
3日
 
　
〃
　

 
 
結
縁
灌
頂
 

3日
よ
り
3日
間
 
金
　
堂

●
 
6月
 
内
談
議
 

旧
9・
10
日
 
金
剛
峯
寺

 
 
山
王
院
御
最
勝
講
 

旧
10
・
11
日
 
山
王
院

 
 
青
葉
祭（
宗
祖
降
誕
会
） 

15
日
 
山内
及び
大師
教会

●
 
7月
 
陀
羅
尼
会
 

1日
 
准
胝
堂

●
 
8月
 
不
断
経
 

7日
よ
り
7日
間
 
金
　
堂

 
 
ろ
う
そ
く
祭（
高
野
山
万
燈
供
養
会
） 
13
日
 
奥
之
院

 
 
孟
蘭
盆
会
 

　
13
日
よ
り
4日
間
 
奥
之
院

 
 
大
塔
御
国
忌
 

15
日
 
大
　
塔

●
 
9月
 
秋
季
彼
岸
会
 

彼
岸
中
日
前
後
3日
間
 
金
　
堂

　
　
　
　
 勧
学
会
 

9月
23
日
 
勧
学
院

 
 
勧
学
院
翌
日
間
講
 

 
　
〃
　

 
 
勧
学
院
登
堂
出
仕
一
﨟
事
 

 
　
〃

 
 
竪
精
明
神
奉
送
迎
 

旧
3日
 
山
王
院

●
 1
0月
 
結
縁
灌
頂
 

1日
よ
り
3日
間
 
金
　
堂

 
 
明
神
社
秋
季
祭
典
 

16
日
 
山
王
院

 
 
奥
之
院
諡
号虎
奉
讃
会
 

27
日
 
燈
籠
堂

●
 1
1月
 
錦
秋
大
伽
藍
お
練
法
会
 

3日
 
伽
　
藍

●
 1
2月
 
大
般
若
転
読
法
会
 

10
日
 
大
師
教
会

 
 
御
影
堂
煤
払
 

28
日
 
御
影
堂

 
 
御
幣
納
め
 

31
日
 
御
　
社

宿
坊
寺
院
は
、5
2ケ
寺
。各

に々
も
つ
縁
や
文
化
財
、庭
園
、

精
進
料
理
が
楽
し
め
る
。早
朝
の
勤
行
に
参
加
す
る
こ
と

も
出
来
、集
会
、研
修
、林
間

学
校
等
に
広
く
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

ひ
と
つ
き
遅
れ
の
桜
が
咲
き
、続
い
て

高
野
山
な
ら
で
は
の
石
楠
花
が
仏
都
を
彩
り
ま
す
。

1
0
月
に
入
る
と
木
々
は
、鮮
や
か
に
紅
葉

を
始
め
、す
す
き
が
風
と
戯
れ
る
。

標
高
8
4
0
m
。杉
木
立
を
涼
風
が

吹
き
抜
け
絶
好
の
避
暑
地
で
す
。

1
2
月
に
は
、初
雪
が
降
り
お
山
は
、薄
化
粧
を
す
る
。

除
夜
に
は
高
野
四
郎（
大
塔
の
鐘
）が
鳴
り
渡
り

新
年
を
迎
え
る
。

（
万
燈
供
養
会
）
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●
11
月
3日
、地
蔵
袈
裟
を
身
に
纏
っ
た
僧

侶
が
、金
剛
峯
寺
よ
り
紅
葉
の
美
し
い
蛇
腹

路
を
経
て
伽
藍
金
堂
へ
、散
華
と
と
も
に
行

道（
お
練
り
）し
ま
す
。

錦
秋
大
伽
藍

お
練
り
法
会

平
成
2
7
年（
2
0
1
5
）弘
法
大
師
空
海
が

高
野
山
を
開
創
し
1
2
0
0
年
を
迎
え
ま
し
た

和
歌
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